









































  是非ともご出席いただきますようお願いいたします。 
テーマ：「ＧＰＡと厳格な成績評価－学士課程教育の実質化に向けて－」 
主催：金沢大学大学教育開発・支援センター 共催：金沢大学文学部 FD委員会 
日時：平成１９年２月２２日（木） １３時３０分～１７時３０分 




第 １ ４ ５ 号 （ 2 0 0 7 年 ２ 月 １ ３ 日 ） 毎 週 月 曜 日 発 行 
発 行 ： 金 沢 大 学  大 学 教 育 開 発 ・ 支 援 セ ン タ ー 
URL：http://www.kanazawa-u.ac.jp/faculty/daikyou_rche/index.htm 
 開会の挨拶 鹿野勝彦（金沢大学副学長・教育担当理事） 
 講演(13:35-15:35) 
   舘 昭（桜美林大学大学院教授）「学士課程の意義と個々の授業、そして成績評価」 
    半田 智久(静岡大学大学教育センター教授)「ユニバーサルなものにはユニバーサルに :  
基幹システムとしての fGPAと UDexへの方向性」 
 シンポジウム(15:45-17:30)  
       報告 向 智里（自然科学研究科教授）「薬学部における GPAの活用について」 
       山崎 光悦（自然科学研究科教授）「工学部の GPAの導入と活用状況」 







   報告２○●○ 
 第１４０号センターニュース（１月８日号）に引き続き、昨年１２月に開催した当センター主催第
３回専門分野別教育開発セミナー「科学リテラシーと理系導入教育」の後半部分について報告する。
セミナーの後半では、本学の伊藤俊次先生、直江俊一先生、関崎正夫先生より、補充教育、基礎教育、
教養教育の実践について報告していただいた。さらに金沢錦丘高校の濱崎正明先生、金沢泉丘高校の
鹿野利春先生により高校学習指導要領について解説していただいた上で、前半に講演をお願いした北
海道大学の小野寺彰先生を交えて、本セミナーの主題について議論した。 
 ここで十分に伝えることは難しいが、議論では、大学の理系基礎教育の直面する学生の学力、学習
履歴の不均一化が、小中高にまたがるカリキュラムの構造的問題に基づいていること、そしてその問
題の深刻さが浮き彫りになった。中学からの学習内容の移行に伴い、高校で履修すべき内容を消化す
るための学習時間の確保は限界に来ている。２００６年問題として注目された新課程の影響は、現在
の高校２年生以降の大学入学によって顕在化するとの予想が述べられた。お二人の高校の先生が口を
揃えて指摘されたのは、大学が入試で求める科目は大学がどういう生徒を欲しいかというメッセージ
であり、物理、化学が大学で必要なら入試で課すべきである、との意見である。高校での学習時間の
確保は限界に来ているが、あきらめたら終わりであり、生徒たちのためにここで踏ん張らないとどう
にもならない、毎年新しくやり方、方法を変えながら教育を行っているとの発言が強く印象に残った。 
 以上のような高校の状況から、少なくとも大学１年次の前期については何らかの補充教育を行うこ
とは今後不可避であろう。伊藤先生から報告していただいた工学部の「数学バックアップ演習」は本
学における補充教育の先行事例といえる。直江先生からは基礎科目を担当する各々の教員が単位保留
の下で様々な工夫と労力を注いでしのいでいる現状を述べられた。今後大学全体の問題として、カリ
キュラムの整備によって対応することについて早急に検討する必要があるのではないか。 
 以上は、主に高校での未履修者に関わる問題であるが、文系学生に対する科学リテラシー教育や高
校での学習内容の未定着者に対する対応についても議論した。関崎先生、直江先生、小野寺先生から
は、文系学生に対する科学リテラシー教育の経験から、科学史、すなわち科学するとはいかなること
か、科学者たちがどのようなことを考えて研究してきたかを伝えることが重要であるとの意見であっ
たと思う。未定着者あるいは各々の学生が進む専門分野の違いを考慮した理系基礎教育の内容につい
ては、理系基礎とは何かについての再検討、基礎科目間の順序性整合性の問題、理系専門との連携の
問題など、今後検討すべき課題が指摘された。何よりも理系基礎の学問としての面白みをいかに伝え
るかについては、伊藤先生が紹介された「数学バックアップ演習」において、学生同士がコミュニケ
ーションしながら問題を解く時に見せた生き生きした様子、直江先生が述べられた実験教育での学生
と教員のコミュニケーションの重要性など、示唆に富む指摘があった。伊藤先生が述べられたように、
入試から離れて、足踏みして、踏みとどまって考える楽しさのようなものを伝えることが大学低年次
において極めて重要に思える。今年度からはじまった初学者ゼミは大きな可能性を持っていると思う。 
（文責：大学教育研究開発部門 西山） 
